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4.2m 

m

m

 

o

l

2

 
．
 

3

3

 

2. 0 1n 

l 
2. 1 7几

翌

上

1

6

い
＿
下
上

3
6
-
下
上

6

0

戸

昧

7

8

1

1

3

7

8

1

1

7

8

1

3

-

1

1

ぎ一

2
9
7
6
4
-
4
3
9
9
l
8
6
4
2
-
8
4

寸

9

6

5

5

5

6

5

4

6

6

2

1

2

3

7

1

ひのき

6 2 

5 9 

9 3 

8 0 

1 1 3 

5 4 

4 3 

1 1 7 

1 0 0 
~ ~ ~ ~ 

2 8 
1 6, 

2 8 

4凸 I
1 3 6 

1 6 

7年 5月27日市
まっ Iその徊―-，

松パルプ材

1.5訊～2.1m

口6cm上

2 5円 00 7

2

 

3

5

 雑パルプ材

1.5m~2. 1 1lt 

6虚上

2 0円 00 

松箱材

2. 1汎

末口 14C吼上
3 0円～38円

県森連椎茸共販売所に於け

1. 入札の月日 S 4 7. 6鍼 7

2 価格高値 3,500円

2,305円

1,190円

．
 

つJ 概 要

次回市

5日

上

並 fl 

信

大葉変形

厚肉香信

中肉変形

上どんこ

並どんこ

小玉どんこ

ジャミ

7月 7日， 7月 17日です。

して下さ屈

2, 8 0 0,_. 13. 3 0 O 

2,．3 0.0 ~2,8 0 0 

2鼻 600 ~3書 10 0 

1. 9 0 0 ~ 2, 4 0. 0 

2,8 0 0 ~3, 2 0 0 

1, 7 0 O ~ 2, 3 O 0 

3, 1 0 0,-..;3, 5 0 0 

2,500,-,...,3,000 

1、70 0,-..,, 2, 2 0 0 

1,000,-..,,1,400 

り）



で
は

P
C
B
や

F

O

B
忙
よ
る
母
乳

汚
染
に
つ
い

[
な
ど
紀
よ
る
母
乳
汚
染
に
よ
る
乳
児
の
~

〗
精
密
健
康
診
査
を
本
年
度
か
ら
実
施
ナ
~

公
は
、
ほ
か
母
子
の
健
康
を
め
ぐ
る
問
題
に
[

三
い
て
も
研
究
を
す
す
め
環
境
汚
染
か
[

；
ら
母
子
の
健
康
を
守
る
た
め
の
対
策
を
[

衛
生
係
し
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
~

i

お
知
ら
せ
（
住
民
館
）
~

P
O
B

リ
塩
化
ピ
フ
エ
ニ
ー
ル

i

は
昭
和
4

年
か
ら
商
品
化
さ
れ
た

D
D
~

T

や
B
H
O

と
同
じ
有
毒
な
有
機
塩
素
〗
右
人
健
康
診
査
・

化
合
物
で
、
電
機
部
品
の
絶
緑
油
や
濶
[

滑

油

を

は

じ

め

、

感

圧

紙

、

プ

ラ

ス

チ

]

牢

拿

犀

w[
つ
い
て

ッ
ク
、
塗
料
、
接
着
剤
な
ど
に
混
じ
え
~

て
広
く
使
わ
れ
て
い
る
理
想
的
な
物
質
~

i

左
の
日
程
で
老
人
の
健
康
診
査
を
実
~

で
あ
る
が
、
こ
れ
が
一
旦
、
生
体
内
に
．

乙
施
し
ま
す
。

人
る
と
油
に
は
溶
け
る
が
水
に
は
溶
け
勢

．
六
十
五
才
以
上
の
老
人
を
対
象
に
、
．

な
い
と
い
う
特
性
か
ら
脂
肪
組
織
に
蓄

i

積
し
て
容
易
に
体
外
に
排
出
さ
れ
な
い
工
閲
診
、
打
診
、
尿
検
査
、
血
圧
測
定
~

心
電
図
、
な
ど
に
よ
り
診
査
し
ま
尤
[

環
境
汚
染
物
質
の
中
で
も
特
別
や
っ
か
．

い
な
も
の
で
あ
る
。
~
診
査
料
は
無
料
で
す
の
で
こ
の
機
[

E
C
B
に
よ
る
人
体
の
健
康
被
害
と
ご
械
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
下
さ
い
。

し
て
昭
和
4
3

年
か
ら
問
題
化
し
た
カ
~
な
お
個
人
通
知
は
し
な
い
の
で
師
注

ネ
、
ヽ
ヽ
油
症
事
件
が
あ
る
。
こ
れ
は

P

C
二
怠
下
さ
い
。

B
が
米
ぬ
か
油
に
混
入
し
て
発
生
し
た

i

急
性
中
毒
で
、
紅
き
び
様
の
皮
疹
と
黒
~

色
の
色
素
沈
着
、
消
化
器
症
状
、
体
重
[

の
減
少
な
ど
が
主
な
症
状
で
あ
っ
た
。
~

P
O
B

の
環
境
汚
染
調
査
に
よ
り
最
~

近
魚
介
類
な
ど
の
食
品
を
は
じ
め
人
体
[

に
も
P
C
B
の
蓄
積
が
か
な
り
高
濃
度

i

に
認
の
ら
れ
た
ほ
か
、
母
乳
か
ら
も
検

i

出
さ
れ
国
民
に
大
き
な
ッ
ョ
ッ
ク
を
与
[

え
て
い
る
。

母
乳
中
の

P
C
B
濃
度
は
カ
ネ
ミ
油

i

症
例
と
較
べ
て
極
め
て
微
彙
で
あ
り
、
-

ま
た
こ
れ
ま
で
の
母
子
健
康
診
査
な
ど
-

で
も
異
常
の
認
め
ら
れ
て
い
な
い
現
状

i

か
ら
い
ま
紙
乳
栄
養
を
停
止
ナ
る
必
要
[

は
な
い
し
、
ま
た
こ
れ
以
上
に
汚
染
の
~

す
す
む
こ
と
が
な
け
れ
ば
母
乳
中
の
P
~

O
B

濃
度
＄
低
下
し
、
母
乳
に
対
す
る
~

不
安
も
解
消
さ
れ
る
も
の
と
え
ら
れ
~

る。

BHo~ 

8

0

 

J

公

7

7

 

月ノ
，

日

7急21

，囀13

9.19 

10誓 6

日

火

木

金

水

火

金

曜 時闊

13. 30 -15. 00 

13. 30 -15. 00 

13.30 -15曹 00

13.30-15壽 00

13. 30"'15. 00 

13. 30-. 15心 30

中津集会所

正山小学校

大谷小学校

岩谷小学 佼

底川町公民館

月分 校 給

体象地区

中津地区

山地区

大谷地区

岩 谷 地 区

鹿野川地区

定献

昭 和 4 7年 広川町立学狡給食センク 月 ので き ごと

日 己ノ< ン 生乳

献

焼き

はら

ぜん

の
~ 

厚

C 

ぁぺ）l

みどりの食品
ヽクミン

よくする

1
月＿
1
火＿

1
水
戸
木
＿

1
金＿
1
月＿
1
火＿

1
水＿

2
木＿

2
金＿

2

ヵレーシチュー

レーズンバン

フJV-ツ白玉 ソー

セージのからあげ

じゃがいものそぼ

あんバン

らくわの照煮

ごま和え

きつねうどん

水ょ

き焼き

OL oココア

ミートソース

はちみつ

あじ開きフライ（た

れ付） みそ汁

親子

中生のみチーズ

冷しうどん

プリ ン

ホワイトンチュー

クラッカー

⑭)揚ずペン

けんちん汁

⑲ ジャムパン

ウインナソーヒジ

いそ

ヤクルト

野菜サラダ

ライ

白玉粉油

じゃが芋

マロニー

ごま

さとう

うどん

水ようかん

じゃが芋マロニー

油さと9 己位Cゃく

スパゲッティ

油

じゃが芋

油

じゃが芋

油

うどん

油

じゃが芋

マ ロ ニ ー 油

じゃが芋

•
月
＿2
火
＿2
水

じゃが芋

てんぷら． 

牛肉

厚あげ

スモークミート

宜
あじフライ

堕みそ

卵

油あげ

卵かまぽこ

プリン

油あげ

油あげてんぷら

かまぽこ

スモークミート

紛チーズ

もも

チェリー

ャペッ

グリンピース

人参もやし

キャペッ

人参

キャ

キャベッ

たまねぎ

人参たまねぎ

キャペッグリンヒ-ス

もやし わかめ

ねぎ

キャベッ

グリンピース

人参きゅうり

トマト ねぎ

人参

たまねぎ

ごぽ 9

人 参 キ ャ ベ ッ

糸わかの

グリンピース

きゅうり

キャベッ みかん

ー

2 日

3 日

5 日

6日

8 日

9日

0 日

日
日

1

2

 

1

1

 

“ 
5 日
ff 

1 6 日

“ 
日

日
7
9
”
 

1

1

 

日

日

日

2
3
4
”
 

2

2

2

 

” 
2 5 日

2 6 日

2 9 日

3 0日

” 

3 1 日

会総会

（公民館）

正山地区老友会

子供のど自漫大会

（中学校）

藤之原林道開通

久保農道竣工

ッベルクリン注射

（中野小）

肱川 PTA連合会総会

（公民館）

教 研 分 役 員 会 （ 公 民 館 ）

レントゲン検診

（中居谷）

会 （公民館）

大 掃 除 （ 庁 舎 内 外 ）

沖縄復帰記念祝賀会

消防団正副分団長会

レントゲン検診（大谷）

“ ” （岩谷）

自術隊父

” r ,  

課長会 （元公民館）

レントゲン検診（中津）

” ” （予子林）

定例部落長会 （役場）

開拓組合総会

地移動あっせん半業

（役場）

乳児健康相談 （公民館）

水集会所落成式

多 地 区 国 民 年 金 事 務 研 修

会 （公民館）

報連絡協議会

明正選挙推進協議会

（ 

NHK四国本部来町

文楽取材

場）
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（口）
気
象
条
件

⑭

気

湿生
育
の
湿
度
限
界
の
中
は
、
広

い
が
、
経
済
的
な
栽
培
限
界
は

温
が
十
五
℃
前
後
で

十

℃

の

＂
御
期
待
下
さ
い
ま
し
て
是
非
の
御

莱
店
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

個

人

住

・

農

山

漁

村

六
月
下
旬
か
ら
七
月
八
月
は
稲
を
始

i

◎

一

申

込

期

間

百

月

+

(

◎

住

宅

改

良

資

金

申

込

に

つ

い

て

め
果
樹
野
菜
等
に
消
毒
を
す
る
回
数
が
[

.

―

―

＿

十

日

ま

で

[

_

申

込

期

間

六

月

一

日

ー

十

一

月

i

i

老

人

同

居

割

増

の

場

合

七

月

三

今

―

―

―

十

日

ま

で

蕊

そ

、

な

り

ま

す

。

殷

業

生

産

に

欠

か

す

[

．
農
林
会
館

『
十
一
日
ま
で
（
二
十
一
万
増
額
)
[
―
増
築
改
築
修
繕
等
の
工
事
こ
と
の
で
き
な
い
農
薬
を
正
し
く
安
全
~

六
月
末
竣
工
予
定

に
使
っ
て
環
境
を
汚
染
す
る
こ
と
な
く
~

洲

農

改

良

及

所

“

一

農

山

漁

村

住

宅

資

金

借

入

希

望

ー

返

済

期

間

十

年

以

内

年

六

分

融

．
 

．
 

の
場
合
可
反
以
上
耕
作
し
農
業
収
[
資
額
ェ
事
費
七
割
以
内
の
額
で
十
咋
四
除
目
的
を
ま
っ
と
う
し
殷
薬
残
留
の
~

上
の
地
域
で
、
樹
の
生
育
期
で
あ
る

心
配
の
な
い
安
全
で
登
れ
い
な
農
薬
物
[

入
が
金
収
入
の
百
割
以
上
あ
る
こ
[
万
ー
五
五
万
ま
で

四
ー
十
月
の
間
紀
一
、
0
0
0
証
以
上
・

手
続
等
は
個
人
住
宅
資
金
と
同
じ
〖
ぐ
つ
く
り
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
農
薬
安
全
~
会
館
の
工
事
進
行
陀
つ
い
て
は
、
天

と
。

の
将
来
性

一

返

済

期

間

木

造

の

場

合

十

八

年

・

佃

は

m
安
全
防
除
運
即
に
協
力
し
て
下
さ
犀
竺
3

都
合
等
に
よ
り
少
し
作
業
工
程
が

の
生
産
は
、
県
を
ヰ
心
匹
西
お
る
地
城
。

や
御
希
望
の
方
は
本
所
金
融
係
ま
デ

~
土
地
条
件

．

利

率

年

可

分

宜

厘

融

資

額

は

坪

数

[

御

問

合

せ

下

さ

い

o

い
o

ク
ミ
ア
イ
洗
剤
二

f

ー
ホ
ワ
ィ
ト
こ
フ

vれ
て
苓
り
ま
し
た
が
ヽ
現
在
急
ビ

日
本
各
地
で
生
産
さ
れ
て
い
る
。
四
十
．

匂
茶
園
に
あ
け
る
排
水
の
良
否
は
．

陀

よ

り

万

五

万

l

―

二

0

万

保

証

]

は

農

村

の

消

費

者

の

声

を

調

ぺ

て

要

望

；

ッ

チ

で

工

事

が

進

め

ら

れ

て

お

り

、

六

四
年
の
生
産
は
、
荒
茶
で
八
九
、
三
三
．

i

茶
樹
の
成
育
を
左
右
す
る
た
め
．

矛
ら
れ
て
製
品
化
さ
れ
ま
し
た
。
泥
ょ
五
ュ
末
に
は
お
お
む
ね
竣
工
の
見
透
し
と

人
ー
名
以
上

二
ト
ン
で
輸
入
量
は
六
八
四
一
ト
ン
あ
．

＂
茶
の
植
栽
に
あ
た
っ
て
は
、
排
・

ご
れ
農
薬
ょ
ど
れ
完
全
に
落
ち
木
綿
テ
こ
な
り
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
何

り
毎
年
三
l
四
伶
伸
び
て
い
る
。
一
方
"

.
J
,
l
l
l
l
l
l
l
l
l
i
ー
、
I
‘
ー
ー
、
~
ヽ
ヽ
｀
ー
、
’
ヽ
ー
、
l
:
'
~
i
l
l
ー
、
’
、
l
l
l
`

ペ
ー
‘
,
‘
‘
‘
ヽ
ー
、
’
l
l
‘
‘
、

1
ー
、
’
`
‘
,
‘
l
i
l
l
l
‘
‘
‘
l
l
‘
、
し
ヽ
i

｀
ー
、
，
｀
ー
、
，
‘
l
l
ー
、
’
し
lヽ
¥

．

．
水
良
好
な
地
下
水
位
の
低
い
土
｀

A

-

ト
ロ
ン
毛
糸
の
ズ
バ
抜
け
て
強
い
洗
浄
ぶ
ぐ
と
御
不
自
由
を
か
け
て
芸
り
ま
す
が

梢
費
の
方
は
、
九
四
五
一
八
ト
ン
で
あ
~

．

力

を

も

つ

洗

剤

ク

ミ

ア

イ

独

自

製

品

を

公

「

し

ば

ら

く

御

心

棒

い

た

だ

き

た

い

と

・
し
あ
わ
せ
ヘ

だ

核

家

族

化

尻

よ

る

世

帯

数

の

増

加

[

地

を

選

ぶ

必

要

が

あ

る

o

＂

-oog誓
必

要

で

あ

り

、

＂

虹

の

か

け

は

し

大

型

保

障

是

非

御

利

用

下

さ

い

。

石

じ

ま

す

。

ゃ
p

会
社
等
の
大
口
消
費
に
よ
り
需
要
~
有
効
土
層
の
深
さ
は
、
五
0
l
.

況
剤
の
上
手
な
使
い
方
は
標
準
使
用
量

i

は
順
調
に
伸
び
て
い
る
。

・

地

下

水

位

は

、

少

く

と

も

一

加

．
．
 

共

済

農
疱
が
共
済
運
動
を
始
め
て
以
来
二
そ
こ
で
現
在
で
は
一
人
当
り
最
底
．
で
標
準
よ
り
濃
く
し
て
汚
れ
の
落
が
よ
~

二

茶

栽

培

の

特

長

[

以

下

で

あ

る

こ

と

。

，
十
周
年
目
を
逓
え
る
事
陀
な
り
ま
し
た
。
[
-
、
0
0
0
万
円
の
保
障
は
絶
対
に
つ
；
（
な
る
わ
け
で
は
な
く
ム
ダ
使
い
に
な

i

1

長

所

o

方
位
は
、
東
西
南
北
ど
ち
ら
で
．

J

．
①
茶
栽
培
に
は
凶
作
が
少
く
た
い
．
•
も
よ
い
が
風
通
し
の
良
い
、
霜
そ
こ
で
今
年
は
二
十
周
年
を
記
念
し
て
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
；
り
ま
す
。
．

底
吋
別
大
運
動
を
推
進
し
て
行
く
事
陀
な
農
協
共
済
で
も
今
年
か
ら
こ
れ
に
対
盲
冬
を
楽
し
く
す
る
ク
、
ミ
ア
イ
扇
風
機

A
i

③
長
期
貯
蔵
に
た
え
る
。
~

＂
の
少
く
な
い
所
を
選
ぶ
。
北
向
心

応
す
る
一
0
倍
保
障
、
＞
型
（
大
地
）
・
コ
ー
プ
洗
た
＜
機
陀
つ
づ
く
農
協
独
自
~

③

消

費

が

安

定

し

て

い

る

。

[

き
は
、
品
質
が
良
い
が
収
量
が
§
次
の
目
稲
を
定
め
走
し
た
。

~
の
電
気
製
品
を
是
非
御
利
用
頂
き
夏
の
~

愛
媛
県
目
檬
保
蹄
一
、
二
0
0
億
＂
＼
か
売
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

い

設

備

投

資

が

少

く

な

い

。

．

i

低
い
。
南
向
は
、
収
量
は
、
多
~

2

短

所

肱
川
農
協
努
力
目
椀
八
億
こ
ん
に
ち
の
・
全
国
的
に
、
も
の
す
ご
く
人
気
が
良
＂
ム
シ
ム
シ
イ
ラ
イ
ラ
の
暮
し
に
そ
な
え
[

＂
い
が
、
品
質
は
、
や
や
低
下
し
．

・
干
害
を
受
け
や
す
い
。
｀
和
た
ち
の
生
活
は
共
済
の
効
用
を
期
待
／
ヽ
現
代
の
若
い
者
陀
び
っ
た
り
と
大
好
一
て
下
さ
い
ク
ミ
ア
イ
マ
ー
ク
。

A
コ
ー
・

い
価
格
差
が
大
き
い
。

③
成
園
ま
で
に
五
！
六
年
要
す
る
~

る

こ

と

な

し

陀

は

生

活

が

で

き

な

<

[

評

を

あ

び

て

い

る

。

;

プ

を

御

愛

用

下

さ

い

。

~
地
形
は
、
傾
斜
地
で
も
、
平
担
]
ジ

⑱
容
易
に
転
作
が
で
登
な
い
。

i

地

で

も

よ

い

が

、

開

園

紀

あ

た

．

た

っ

て

い

オ

す

。

当

肱

川

農

協

で

も

七

月

末

！

八

月

と

5

農
協
ア
ワ
ー
「
明
日
を
ひ
ら
く
」
は
南
＂

④
施
肥
法
に
よ
っ
て
怪
済
効
果
を
~

二
十
度
以
下
の
傾
斜
~
私
し
た
ち
の
生
命
、
財
産
は
現
代
生

i
推
進
陀
当
る
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
が

`
E放
送
毎
土
曜
日
午
前
十
時
か
ら
十
五

減
少
さ
す

．

山

な

み

開

懇

、

そ

れ

活

の

中

で

は

、

た

え

ず

多

く

の

危

険

陀

各

組

合

員

一

家

に

一

人

は

保

障

の

高

い

．

分

間

農

家

の

人

び

と

陀

は

明

日

の

農

業

取
巻
か
れ
つ
ね
に
災
害
の
脅
成
陀
さ
ら
＞
製
（
大
地
）
を
計
画
し
て
見
て
下
さ
三
づ
く
り
を
め
ざ
す
現
地
農
村
の
姿
を
紹

畑
に
す
る
。

い

。

介

し

都

市

消

費

者

に

は

毎

日

の

暮

ら

し

さ
れ
て
い
尭
す
。

平

和

で

幸

福

な

生

活

を

守

る

た

め

に

二

短

期

共

済

＾

；

を

豊

か

陀

す

る

新

鮮

な

農

畜

産

物

匠

つ

は
こ
れ
ら
の
災
害
陀
憂
つ
か
ら
備
え
な
．

i

自
賠
責
及
び
自
動
車
共
済
は
期
間
内
：
い
て
の
知
識
と
料
理
の
ヒ
ン
ト
を
知
ら

け

れ

ば

な

り

主

せ

ん

°

[

に

絶

対

継

続

し

て

い

こ

う

。

；

せ

て

い

ま

す

是

非

見

て

下

さ

い

。

嘉
林
念
願
完
成
と
同
時
に
珂
店
細
開
き

ロ
｀

□旦
汀

臼

汀

て

お

り

〗
第
婦
人
部
じ
御
連
絡
申

緑

栽

に培

だ
ぃ

（二） り （口） て

地
で
は
、

以
上
は
、

S 4 7. 6
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込
に

金

い
て

融

購

買

安
全
使
用

課

／ 
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七七
月月

++ 
ー四七
日日日

金金金

大
谷

お
や
ぶ

宇
和
川

配

定
日

七
月

七
月

七
月

七
月

七
月 七

月
一
囀
日
よ
り
改
正
を
い
た
し
ま

四
日

六
日

八
日

一
日

十
三
日

十
八
日

二
十
日

二
十
二
日

七
月
二
十
五
日

二
十
七
日

木火土木火木火土木火

宇
和
川
北
部

大
谷
方
面

谷
口
方
面

月
野
尾
お
や
ぷ

宇
和
川
南
部

i

宇

和

川

北

部

[

大
谷
方
面
~

谷
口
方
面

月
野
尾
お
や
ぶ
[

宇

和

川

南

部

[
＂（ 

谷
口
~
＇ 円

切

上

げ

の

決

定

；

さ

る

権

利

の

あ

る

他

の

主

要

の

ド

ル

保

年

呻

切

上

げ

で

輸

出

入

の

際

匠

森

け

わ

れ

て

き

ま

し

5

ウ
ェ
イ
ト
が
高
く
、
財
政
と
か
、
個
人
一

;

｀

即

架

応

酎

虹

言

パ

ソ

ン

米

大

統

領

の

二

有

高

）

が

約

六

百

億

ド

ル

に

も

達

し

て

・

る

企

業

の

採

算

が

大

き

く

変

わ

っ

て

き

た

。

消

費

の

比

率

が

低

す

ぎ

ま

す

。

最

近

は

、

企
業
陀
お
け
る
輸
出
の
ウ
ェ
イ
ト
も
非

新
経
済
政
策
発
表
以
来
、
い
ろ
ん
た
国
」
い
る
の
に
、
米
園
の
金
保
有
高
は
約
百
；
ま
す
。
輸
出
は
従
来
よ
り
も
採
算
が
悪
[
そ
う
し
た
と
こ
る
へ
円
の
切
上
げ
問

す
し
、
＂
題
が
起
こ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
、
供
給
力
箪

E

に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
日
本
商
品
は
、

も
な
か
な
か
決
ま
ら
』
億
ド
ル
し
か
た
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
ン
く
な
っ
て
輸
出
し
に
く
く
な
り
咤

孟
際
会
議
を
開
い
て

”
 

・
た
か
っ
た
通
貨
の
多
国
間
調
整
も
、
咋
墓
軸
通
貨
で
あ
る
ド
ル
の
信
用
が
ガ
ク
嘉
笠
に
輸
入
す
る
も
の
の
値
段
は
下
が
っ
ぃ
の
大
き
な
ハ
ケ
ロ
と
な
っ
て
い
た
輸
出

m

世
界
の
す
み
ず
み
に
ま
で
、
ジ
ン
ギ

年
十
二
月
十
九
日
の
ワ
シ
ン
ト
ン
十
ヵ
畜
ち
陀
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
九
て
、
普
通
な
ら
輸
入
量
が
増
え
ま
す
。
む
面
に
、
不
安
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。
ス
カ
ン
の
大
軍
”
の
よ
う
に
侵
入
し
、

そ
し
て
、
今
ま
で
た
ま
り
す
ぎ
て
各
国
そ
の
結
果
、
企
業
は
新
な
設
備
投
資
を
．
そ
れ
ら
の
国
々
に
い
る
ん
た
悪
影
響
を

合
意
に
達
し
ま
＂
さ
す
。

・
国
蔵
相
会
議
で
や
っ
と

し
た
。
こ
れ
で
固
定
相
場
か
ら
変
動
相
三
そ
し
て
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
、
米
；
か
ら
批
判
の
的
に
な
っ
て
い
た
外
貨
も
＼
し
ょ
う
と
い
う
意
欲
を
失
っ
て
し
ま
い
：
与
え
て
い
る
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

り

り

り

り

り

り

り

り

り

り

場

に

移

行

し

て

、

不

安

ヽ

動

揺

を

続

け

国

は

ド

ル

の

金

と

の

兌

換

停

止

‘
-
0元
ん
だ
ん
減
っ
て
く
る
と
い
う
の
が
本
．
ま
す
ま
す
産
業
活
動
は
不
活
発
に
な
っ
．
世
界
的
な
貿
易
不
振
の
中
で
、
日
本
の

饂

饂

饂

饂

饂

饂

饂

饂

饂

饂

そ

い

た

主

要

国

間

の

為

替

レ

ー

ト

も

別

房

の

輸

入

課

徴

金

な

ど

の

切

り

札

を

持

年

来

の

ス

ジ

道

で

す

。

元

き

ま

し

た

。

各

業

界

で

減

産

協

定

を

書

輸

出

だ

け

が

世

界

乎

均

伸

び

率

の

二

倍

よ
う
に
決
定
、
日
本
の
円
も
一
ド
:
ち
出
し
て
、
マ
ル
ク
や
円
、
そ
の
他
の

i

日
本
は
、
最
近
の
近
代
化
投
資
で
国
実
施
し
て
も
、
な
か
な
か
商
品
市
況
が
も
伸
び
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
く
な
っ
て

3
0
3
0
3
0
1
0
3
0
3
0
1
5
註

註

註

表

のど
＿
＿
六

0
円
か
ら
ー
―

-
0八
円
へ
と
、
一
国
際
収
支
黒
字
国
の
通
貨
に
対
し
て
、
●
際
競
争
力
が
強
ま
る
し
、
そ
れ
で
輸
出
9

回
復
せ
ず
、
売
れ
行
き
は
低
落
し
、
企
さ
ま
し
た
。

米

米

麦
麦
き
り
き
粉
ソ
粉
粉
六
、
八
八
伶
と
い
う
大
幅
の
切
上
げ
と
如
～
ド
ル
。
レ
ー
ト
を
引
き
上
げ
る
よ
う
が
増
え
れ
ば
、
そ
れ
が
ま
た
経
済
の
高
．
業
の
利
益
も
低
下
す
る
と
い
う
状
況
に
こ
れ
ら
国
内
的
。
国
際
的
な
い
ろ
ん

に

す

揚

麦

臼

ナ

の

な

り

主

し

た

。

強

要

し

て

き

ま

し

た

。

度

成

長

に

も

大

い

に

役

立

つ

と

い

う

こ

姦

ち

入

っ

た

わ

け

で

す

。

な

面

か

ら

考

え

て

も

、

こ

こ

で

は

日

本

小
オ
キ
米

i

こ
う
し
た
多
国
間
の
通
貨
調
整
が
行
•
米
国
に
す
れ
ば
、
新
し
い
レ
ー
ト
で
．
と
で
、
輸
出
第
一
主
義
の
経
適
政
策
が
韮
～
政
主
導
型
経
済
へ
＂
経
済
の
あ
り
方
を
大
き
く
転
換
し
な
け

押

丸

雑

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と

"”
 

~
な
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
原
因
は
、
＂
公
正
た
国
際
競
争
”
を
行
な
う
こ
と
し
と
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

．．．．．． 
讐
…
…
…
…
…
…
…

e
米
国
に
お
け
る
イ
ン
フ
レ
の
進
行
、
に
ょ
っ
て
、
米
国
の
国
際
収
支
の
改
善
：
し
か
し
、
輸
出
が
伸
ぴ
す
ぎ
て
外
貨
が
~
そ
こ
で
政
策
当
局
で
は
、
早
く
か
ら
．
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
別
の
言
葉
で
、

し
た
の
で
す
。
増
え
す
ぎ
る
と
、
ま
た
円
を
切
上
げ
ょ
盃
融
緩
和
、
金
利
の
引
下
げ
な
ど
を
実
．
「
資
源
（
カ
ネ
や
モ
ノ
や
入
な
ど
）
の

F
ル
の
国
際
競
争
力
の
低
下
な
ど
か
ら
ら
を
は
か
ろ
う
と

米

国

の

国

際

収

支

が

悪

化

し

た

こ

と

、

日

本

へ

の

影

響

工

と

い

う

要

求

が

で

る

か

も

し

れ

な

い

。

行

し

ま

し

た

が

、

そ

れ

て

も

十

分

効

果

新

し

い

配

分

」

と

も

い

わ

れ

て

い

ま

す

。

璽
国
紀
対
す
る
ド
ル
債
権
（
本
来
い
。
．．．．．． 

鵡

．．．．．． 
拿

．．
 
a
 

．．． 

そ
こ
で
、
こ
の
機
会
に
輸
出
第
一
主
義
が
て
な
い
の
で
、
昨
年
秋
戸
は
大
型
補

と
こ
ろ
が
日
本
陀
す
れ
ば
、
こ
の
大
を
改
め
て
、
も
っ
と
国
内
の
社
会
資
本
歪
i

予
算
を
組
ん
だ
り
”
四
十
七
年
度
予
政
策
転
換
の
障
害

つ
で
も
金
と
の
交
換
を
米
国
に
要
求
で
．

し

に

を

の

充

実

や

固

民

福

祉

に

重

点

を

移

す

ぺ

算

も

景

気

回

復

の

た

め

の

超

大

型

予

算

：

．．．．．．．．．．．． ̀:……• 

＂
き
だ
と
い
う
、
新
し
い
考
え
方
が
出
て
元
綱
成
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
ま
[
こ
の
よ
ぅ
左
転
換
の
主
張
は
`
き
ゎ

め
て
合
理
的
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
g

そ

•
き
ま
し
た
。
ゼ
の
よ
う
な
民
間
設
備
投
資
主
導
型
の
・

一
し
か
し
そ
う
は
い
う
も
の
の
、
こ
の
醒
済
拡
大
が
カ
ペ
に
ぶ
つ
か

[
i

た
か
ら
．
れ
で
こ
そ
日
本
経
適
の
適
正
な
発
展
が

円
切
上
げ
が
、
た
ま
た
ま
日
本
経
済
の
と
ん
ど
は
財
政
主
導
型
へ
転
換
し
、
従
・
期
し
え
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
い
ざ

不
況
と
ダ
プ
っ
て
出
て
き
た
た
め
、
と
．
来
立
ち
お
く
れ
て
い
た
社
会
資
本
の
充
裏
行
と
な
る
と
、
決
し
て
容
易
で
は
あ

心
か
く
一
日
も
早
く
不
況
を
克
服
す
る
実
と
い
う
こ
と
に
重
点
を
お
く
べ
き
だ
｀
ン
ま
せ
ん
。
現
在
の
自
由
経
済
制
の
下

・
た
め
の
景
気
回
復
策
が
と
ら
れ
る
こ
と
と
の
主
張
が
強
ま
り
、
そ
れ
は
こ
ん
ど
｝
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
資
源
が
高
利
潤
を
求

に

な

っ

た

の

で

す

。

の

新

予

算

に

も

あ

る

程

度

織

り

こ

ま

れ

め

て

動

ぎ

を

規

正

す

る

に

は

、

政

策

当

詞
の
決
意
と
勇
気
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。

玉
し
た
。

こ

れ

か

ら

の

日

本

経

済

．

ま

た

こ

れ

ま

で

の

よ

う

に

、

経

済

政

．

輸

出

第

一

主

義

を

改

め

る

と

い

っ

た

~
策
ゃ
税
制
が
輸
出
第
一
主
義
妬
偏
り
す
エ
と
こ
ろ
で
＂
固
内
が
不
況
で
作
っ
た
モ

円

切

上

げ

と

不

況

ぎ

て

い

た

た

め

、

国

際

収

支

の

黒

字

が

；

ノ

が

売

れ

な

け

れ

ば

、

円

切

上

げ

で

採

~: 

．．．．．．．．．．．．．．． 霧
．．．．．． 

増
え
す
智
て
、
円
切
上
げ
●
追
い
こ
主
算
が
少
々
悪
く
て
も
、
と
も
か
く
す
ぐ

＂
長
い
あ
い
だ
好
況
を
続
け
て
い
た
日
れ
た
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
修
正
し
て
国
；
カ
ネ
陀
な
る
輸
出
陀
走
ら
ざ
る
を
え
な

本
経
済
も
、
こ
の
と
こ
ろ
不
況
感
が
強
内
市
場
を
も
っ
と
広
げ
、
国
内
の
福
祉
し
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
っ
と
輸
入
を

~
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で
は
鉄
が
伝
重
点
を
移
す
べ
き
だ
と
い
う
増
や
し
た
い
と
政
府
が
考
え
て
も
、
国

鋲

を

よ

び

、

投

資

が

投

資

を

よ

ん

で

高

玉

ま

っ

て

い

ま

す

。

内

が

不

況

だ

と

そ

れ

も

希

望

通

り

妃

は

い
か
な
い
。
そ
こ
で
政
策
当
局
は
、
大

量
の
国
債
発
行
ま
で
し
て
超
大
型
矛
算

犀
の
経
済
成
長
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
ご
資
源
の
新
し
い
配
分

を
組
み
、
公
共
投
資
中
心
匠
需
涙
を
喚

三
急
速
な
設
備
投
資
が
こ
こ
へ
来
て
生
産

i

．．
 
疇
…
…
…
…
…
…
•
電•
o.. 

五

と

な

り

、

そ

れ

匠

需

要

が

つ

い

て

行

＂

た

し

か

に

日

本

経

は

、

起

し

て

需

要

と

供

給

の

ギ

ヤ

ッ

プ

を

埋

げ
な
く
な
っ
た
た
め
、
一
か
~
の
そ
れ
陀
比
べ
る
と
め
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
の
で
す
。

七
月
分

定
日
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ぞロタ

3 0 8.0 0 
3.2 22 3 
3.2 4 4 7 

44.8159 
0.38 3 7 7 4 
5.115 7 
4.812 9 
6.6 4 5 3 9 

5 81.5 0 
6.9 8 

23.30 
3.84 

餃柑醐制
0.8 3 9 6 31 

70.0 0 
28.75 
6.0 6 
3.0 6 
3.0 6 

40囀00
20.80 

16.8 8 
13.58 
1l.57 
11.5 7 
8.57 
8.57 
7.4 9 
7,4 9 

7.4・8 
7.4 5 
6.22 
6,3 6 
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